













































































































































第 7 章「信仰生活の変容と持続（1980 年代～現在）」では、まず、定住以降の信仰生活
の実態を明らかにすることで、信仰生活復興の背後にあるダイナミクスや信仰生活が持続
されていることを考察した。集団で行われる焼香活動では、宗教職能者の積極性が認めら
れるものの、漁民たち自身も焼香を望んでいた。漁民たちは定住生活においても、様々な
不安や難事があると、宗教職能者に頼って解決してもらいたいと考えている。また、漁民
たちは自分の先代や自らの経験によって信仰生活を続けている。宗教職能者の継承に関し
ては、信仰活動に熱心で自ら宗教職能者になった漁民もいるが、自分の祖先か親戚関係が
ある先代から継いだ事例が多いことが分かった。次に、3つの時期における信仰生活を通史
的に考察し、信仰団体、日常生活における祭礼、宗教職能者の 3 つの側面から漁民の信仰
生活がいかに持続してきたかを明らかにした。 
終章では、2つの課題に沿って結論をまとめた。①太湖漁民は、民国期、共産党政権によ
る社会主義改造の集団化時代、改革開放以降の市場経済の時代を経て、保甲制度、互助組、
人民公社、「陸上定居」などの制度や政策によって、段階的に国民国家に統合された。その
中で、彼らは常に受動的であったわけではなく、与えられた変化に対して、自らの思考や
判断で対処していた。特に信仰の面でこうした点は顕著であった。②漁民個人という伝承
主体に注目すると、彼らを取り囲む生活環境や社会環境の激変とともに、信仰生活の具体
的な実践方法も変化しているが、その背後では、実践を促すかつての信仰心や動機、従来
の考え方や思考が生き続けている。「家族」という伝承主体に注目すると、信仰団体に参加
する基本単位、日常生活における祭礼が行われる基本単位、そして、宗教職能者に尋ねる
問題が発生した基本単位は、すべて民国期における漁船での拡大家族から核家族へと移行
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した。一見すると変化しているようであるが、信仰生活は最も基本的な単位となる「家族」
の上で展開していることが明らかとなった。そのため「個人」と「家族」という伝承主体
に注目したことで、太湖における大型漁船漁民の信仰生活がこの２つのレベルで持続して
いることが明らかになった。 
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